
第五部/

日目 ・ 質保証 に関する12
第五部 今後の目標設定等

みなさまお疲れ様です。長いパネルディスカッションの後

の時間なんです けれども、ここでは、質保 証に関する今 後

の目標 設定等 かたいことが書いていますが、今回先生 方

に議論 いただきまして、質保証の話に行く前 に議論が白熱

されて質保 証の話にはあまり行 かなかったということです

ので、ここでは、質保証 に関するアンケートはあまりないの

で、今回2日 間にかけて先生 方、C-PLATSと いうことでい

ろいろあったかと思います。それにかかわるさまざまな諸 問

題も出ておりましたので、そういったことにつきまして先生 方

のお考 えを前に表示 させ てみたいそのように考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。

これから何をするのということですが、入口等でお配りし

ておりましたこちらのクリッカー、これを使いまして各種アン

ケートを前に提示しますので、先生方のこれだという番号を

押していただきたいと思います。すべて選択 問題として1

番3番4番 と番号が 出てまいります。この装置 の該 当する

数字のボタンを押してもらったらけっこうです。注意点としま

しては、集計のタイミングというのがございまして、私のほう

から、では押 してくださいという指示 をお願 いします。それ

から押 してください。あと集計は終 わりですというタイミング

まで何度も押してもらうことは可能です。一番最後に押され

た番 号が集計の番 号となりますので、間違われた際も焦ら

ず押しなおしてください。あと、このクリッカーを使って2,3年

経ちますが、さまざまな経験 で、個人が特定 されますので、

慎重 にお答えいただけたらと。というのは冗 談で、今回は
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まったく特定されませんので、合計 しか集 計されませ んの

で、お配 りする際も適 当に取っていただいたかと思います

ので、誰 が何 をしたかわかりませんので、正直にお答えい

ただけたらなと思います。初 めての方もいらっしゃると思い

ますので、まずは練習のアンケートを行 いたいと思います。

あくまで練 習ですので、前 に出てくるものは何でもよかった

んです。ですか ら文章 は読 んでいただかなくてけっこうで

す。ただまじめに答 えたいという方はぜひ押 していただけ

たらと思います。ではお願いします。

練 習のアンケートなのですが、大 学には言 えない秘 密

が、まったくないという方は1番 、少しあるという方は2番 、そ

れなりにあるという方 は3番 、いっぱいあるという方は4番

を、では押していただけますでしょうか。一番上 に小さくレス

ポンス数というのが出ておりまして、お答えいただいた方の

人数が 出るのですが、84ですね。はい、では落 ち着いたよ

うですのでこれで結果を見てみましょう。

かなり平均 的になりましたが、沢 山あるという方も4分 の1

ほどで。あくまで練習ですので、本 当に秘密 があるかどうか

はどうでもいいことなのですが。まあこんな感じで集計 して

いきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

これからは練習ではなくて、こちらで用意したアンケート

に答 えていただきます。いきなり硬い質問になってしまいま

したが、これまで先生がた、授業をされてきて、これまです

でにPBLを 実践 してきたかということを、アンケートをとりた

いと思います。

これまでも積極的に実践してきたよという人は1番 、実 践

はしてきたけどいろんな事情で今はやめているという人は

2番 、実践したことはない、これから実践 しようかと考えてい

る先生は3番 を押していただけたらと思います 。職員の方

についてはどうしましょうか。なしでよろしいです か。お答 え

できる範 囲でお答 えいただいたらけっこうですので。
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すでに実践してきたという方 は半分近くいらっしゃるとい

うことで、これでさらに新しい授業 なんかで実践されていき

ましたら大手前の多くの授 業でPBL導 入 ができたというこ

とになりそうです。

次 なんですが、論述 式試験についてですが、すでに導

入している、自分の科 目の試験には論述式を導入 している

という方は1番 、試験 の一部にちょっとだけ使ったりすること

があるという方 は2番 、まったく入れていないという方 は3番

をお願 いいたします。

〈質問〉 レポートはそれに該当しますか。

そうですね、論述なので、文章で長く書かせるレポートか

試験 かということにつきましては、含めていただいてけっこ

うかと思 います。作品につきましては、作品を出した上で何

か論述 で質疑 応答等を、文章 として書かせ ているのであ

れば、ご指摘 のあったとおりでよろしいかと思 います。お願

いいたします。

だいたいこんなところでいいでしょうか。導入されている

先生が半分ほどいらっしゃるということですね。論述試験の

必要性 につきましてはかなりお話も出ていましたので、まだ

導入されていない先生 はご検討 いただけたらどうかなとい

う結果になったかと思います。

では次 、リーダーシップのところで入ってきた話題 なんで

すが、大手前のすべての学生にリーダーシップを教えるの

は難しいかという問いでございます。すべ ての学生 というの

は難しい解釈もあると思 いますか、素直に考えていただきま

して、大手前のすべての学生 にリーダーシップを教えるもし

くは要求することは難しいという先生は1番 を、ややそう思う

は2番 、難しいと思わないという方は3番 をお願いします。

〈質問〉 「教える」のと「要求する」のとは違うと思 います

けれど、どちらです かP

この通 り「教える」でしたいと思います。

では結果を出したいと思います。

そう思うという答えは半分ほどですので、リーダーシップ

について学生 にいろいろ伝える、学ばせることを難しいと

考えておられる先生 がたが約半分いらっしゃるということで

すね。また逆 にそう思わない、学生 にちゃんと教えられると

いうことが3割 弱ということ。このような結果ということです。
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では次行 きたいと思います。

〈質問>1回 ごとに押 している統計、違います よね。ここに

いる私たちから見えないので…。

わかりました。先ほどの回答総数 は約80で す。

では次ですが、授 業外学習につきましては、前から言わ

れていることなのですが、2単 位科 目で週4時 間、予習復

習と授業外 にしなきゃいけないと。だいたい半期に学 生は

10科 目くらい取 るわけですから、週40時 間ほどは勉 強する

ということになるのですが、そういった時 問を取るということ

についてのアンケートです。

1番 は全科目できちんと授業外で4時 間取 らせるような課

題 を出す、全 科目ですね。2番はコア科目だけでも4時 間き

ちんと出すべきだと。3番は現実的な学生と、授 業時間外の

学 習時 間を検討したうえで、コンセンサスを取るべきだと。一

応 この3つ を分けさせていただいたので、該 当するところの

ボタンを1番 から3番 で押していただきたいと思います。

まとまったようですので、今レスポンス72で ございます。お

願いします。あきらかに現状では1科 目で4時 間与えるのは

難しいということですね。実際にどれくらいの課題を与える

のか、またその課題 はどれくらいの時間を考慮 したものな

のかを検討しコンセンサスをとるべきということですので、今

後 の参考にしていただけたらと思います。

次に行 きましょう。次 は新シラバス案についてです 。これ

までの新シラバスの項 目と比 べて非常に入力する項 目が

多くなったわけですが、それについて率直なご意 見を拾 い

ましょうということです。とても良くなったという人は1番 。まあ

これくらいじゃないかと思う人は2番 、とても難しいと感じら

れた方は3番 をお願 いします。

今73で す。ではお 願いします。難 解であるという人が

80%を 超えているということです。いきなりこれまでといろい

ろ項目が増えたり細かくなった部分で難しいと感 じておら

れることが数字ではっきり出たということですね。これに基

づ いて検討するなり難 しいのに慣 れるなり、先生 方でいろ

いろコンセンサスをとるという形 になるのではないかと思 い

ます。

昨日研 修の最初に配布された資料にOCDの 冊子があ

りました。非常に熱心な先 生がたですので、何 度も熟読 さ

れた方もいらっしゃるかもしれませんが、内容 についての印

象 をお伺いできたらと思 います。まず中を見てとても難しい



と感じられた方は1番 。とてもというわけではないけれど、ま

あけっこう難しいと感じられた方 は2番 。わかりやすい、これ

くらいが適切と思われた方は3番 。とてもわかりやすく書い

てあると思 われた方は4番 。正 直まだ全然 開いてもいない

方は5番 をお願いします。

はい、83人にお答えいただきました。とても難 しいがほと

んどを占めているということで、これをもとに、この冊子これ

でずっと将来このままいくということではないと思 いますの

で、次の回に向けてこのあたりを参考にしていただければ

と思います。この冊子をですね、新 入生に配 るというふうに

聞いているのですが、その配布と説明につ いてご意 見を

お願 いしたいと思います。

OCDの 冊子を配布してC-PLATS等 説 明をするという

ことなのですが、冊 子を配布の上、きちんと学生に説 明しわ

かってもらう努力をする、それが一番 いいとお考 えの方 は1

番。冊 子を配布すれば読んで理解 するだろうということで

したら2番 を。非常に難しいので、学生用に簡単な資料を

別途作り、それを配布しC-PLATSの 説 明をきちんとする。

配布・説 明の必要 はない、学生が学 んでいく中で自然と身

に付いていくもので、C-PLATS、OCDは 教 育側がきちんと

理解しておくべきものだという人 は4番 をお願いします。

では82名 にお答えいただきました。はい、学生用 資料を

作成し、配布し説明すべきが65%と 一 番多いですね。ただ

3割 近くの方 が配 布・説明する必要 はないと。学校側 が授

業でそれに即したものをやっていければいいとお考えです

ね。こういう結論になりました。学生にも今 後配布されるとい

うことですので、そのあたりもフィードバック学生から集 めて

次に活かしていただければよろしいかと思います。

次ですが、これも先ほどの話にも出ていましたがOCD到

達レベル、レベル1,2β とありまして、これの達成を卒業 要

件にするということになっているのですが、それについての

アンケートです。賛成であると、きちんとああしたものを達 成

したものにこそ卒業 の価値 があるという方 は1番 、到 達レ

ベルを設定してそれを卒業要件 にすることは賛 成だが、レ

ベルについては検 討し直す必要があるのではないかとお

考えの方は2番 、卒業要件にすることも含めて検討すべ き

という人 は3番 、それ以前 にああいったものを卒 業要件に

入れること自体 反対 だという方は4番 をお願いします。

81名 にお答 えいただきました。反対 は6割 ということです

ね。これはまた、卒業 要件にすることにつ いても学 内で検

討していく必要があるということがこれでわかったかなと思
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います。

次が最 後の質問です。もうす ぐ研修 が終わるということ

なんですが、この研 修を通 してC-PLATSへ の理解が 深

まったかということでございます 。か なり深まったとい う

方 は1番 、やや深まったという方は2番 、あまり深 まらなかっ

たとお感じの方は3番 、全く深 まらなかった方は4番 をお願

いします。

84名 の方にお答えいただきました。やや深まったが一 番

多いですね。かなり深まったとやや深まったで6割 ほどにな

りますので、研 修を通してみなさんで議論 された意義は十

分あったかなと思います。ただ、あまり深まらなかったとか全

く深 まらなかった方もいらっしゃいますので、次の研 修の内

容の検 討に活かしていただければと思 います。

アンケートコーナーは以上です。研修を通してみなさまの

考えはいろいろ変わったり新しい発見等あったかと思いま

すので、これからのOCDあ るいはC-PLATSと いったもの

の議論に前のデータを参 考にしていただければと思いま

す。ありがとうございました。
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